
愛
知
。吉
田
城
三
ノ
丸
跡

所
在
地
　
　
　
愛
知
県
豊
橋
市
今
橋
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
〓

一月

発
掘
機
関
　
　
豊
橋
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
小
畑
頼
孝

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
跡
及
び
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
ぞ

一
八
世
紀

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

吉
田
城
三
ノ
丸
跡
は
、
東
三
河
地
方
の
平
野
郡
を
流
れ
る
豊
川
が
、
支
流
の

朝
倉
川
と
交
わ
る
左
岸
台
地
上
に
位
置
す
る
標
高
約

一
〇
ｍ
の
地
区
に
あ
る
。

こ
の
地
域
は
豊
橋
公
園
内
に
あ

た
り
、
眼
下
に
豊
川
が
形
成
し

た
沖
積
平
野
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
。
当
三
ノ
丸
跡
の
調
査
は
、

一
九
八
五
年
度
を
予
定
と
し
て

敷
地
内
に
仮
称
コ
一ノ
丸
会
館
」

の
建
設
が
決
め
ら
れ
た
た
め
事

前
に
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
三
ノ
丸
跡
内
で
は
市

田ｗ　
Ｏ‐

一

立
美
術
博
物
館
な
ど
の
建
設
に
と
も
な
い
実
施
さ
れ
た
調
査
で
、
弥
生
時
代
か

ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
本
丸
跡
も
合
め
た
遺
跡

の
総
面
積
は
三
二
〇
、
○
○
○
ポ
で
あ
る
。

三
ノ
丸
跡
に
接
し
て
同
台
地
上
、
東
約

一
〇
〇
ｍ
に
は
弥
生
時
代
の
飽
海
遺

跡
が
存
在
し
、
そ
れ
よ
り
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
古
墳
時
代
中
期
の
東
田
古
墳
が
築
造

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
方
約

一
ｋｍ
に
は
縄
文
時
代
前
期
の
石
塚
貝
塚
が
存
在

す
る
。
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1984年 出上の木簡

発
掘
調
査
の
結
果
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
上
羨
、
中
世
の
溝
及
び
柱
穴
、
江

戸
時
代
の
溝

。
土
羨

・
柱
穴

。
蔵
の
礎
石
な
ど
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
江
戸
時

代
後
期
の
上
羨
か
ら
、
木
製
品
と
共
に
計
八
点
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
奈
良

時
代
の
上
羨
か
ら

「大

一
」
と
判
読
で
き
る
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

出
土
総
数
八
点
の
木
簡
の
内
、
判
読
で
き
る
も
の
は
三
点
で
あ

っ
た
。

ω

　

「
三
斗
二
升
五
合
合
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞マ
∞宴
く

②
　
・
□
島
十
郎
左
衛
門
」

。
赤
□
村
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

溢
聟
』

③
　
・
コ
日
日
日
□
」

名
□
島
村

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ支
μ聟
］

木
簡
は
、
現
存
す
る
吉
田
城
の
絵
図
面
に
の
る
安
政
四
年
盆

八
五
七
）
ま
で

米
蔵
が
存
在
し
た
地
点
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
米
蔵
移
転
に
伴
い
そ
の

後
造
ら
れ
た
土
羨
に
荷
札
が
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（小
畑
頼
孝
）




